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平成２４年度事業報告書

少子高齢化・核家族化により家族規模が縮小するとともに、ひとり暮らしの高齢者も増加し、地

域で暮らすための支援を必要とする人は今後も増加すると想定されます。このような環境の中、高

齢者、障がい者、子育て中の方々等誰もが住み慣れた地域で「安心して暮らせる」町づくりを目指

し、平成２０年度に「各地区ささえあい連絡会」が設立されました。この「各地区ささえあい連絡

会」をこれからの地域福祉推進の中で中心的役割を果たしていくものと位置づけ、その一層の発展

のため支援しました。

介護予防事業としていきいきふれあいサロンの普及には、自治会をはじめ民生委員・児童委員や

福祉推進員・ボランティア等地域のみなさんの積極的なご参加により福祉会館ほか２０ケ所で実施

されております。また、心身の健康保持を目的に介護予防として「フラダンス」、「童謡を歌う会」

を実施し、毎回多くの方の参加を得ています。

その他、垂井町デイサービスセンター、地域活動支援センターけやきの家については、町から指

定管理を受けて運営をしてきました。

子育て支援事業としては、子育てふれあいサロン室の運営、コミュニティママ活動など多方面に

わたる支援を続けています。

このように、社会情勢の変化等生活に不安な方々への柔軟な対応など、地域福祉の担い手として、

「みんなで支えあって暮らせる町」を目指し、活動の推進に努めました。

１ 諸会議の開催

名 称 期 日 内 容

理事会 平成２４年４月２８日（土） 社会福祉法人垂井町社会福祉協議会評議員の選任について

午前１０時

監事会 平成２４年５月９日（水） 平成２３年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業報告及

午前１０時３０分 び決算について

理事会 平成２４年５月１４日(月) 平成２３年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業報告に

午前１０時３０分 ついて

平成２３年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支決算の

承認について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業所運営規程一部改正

について

平成２４年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支補正予

算（第１号）の承認について

垂井町社会福祉協議会第２９回垂井町社会福祉大会について

理事会 平成２４年５月１６日(水) 社会福祉法人垂井町社会福祉協議会 会長・副会長の選任につ

午後１０時 いて

理事会 平成２５年３月２８日(水) 平成２４年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支補正予

午前９時３０分 算（第２号）の承認について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会定款の一部改正について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会経理規程の一部改正につ

いて

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会職員就業規則の一部改正

について
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社会福祉法人垂井町社会福祉協議会垂井町デイサービスセン

ター運営規程の一部改正について

垂井町指定介護予防通所介護事業所運営規程の一部改正につ

いて

基準該当福祉サービス事業所運営規程の一部改正について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会パートタイム労働者に関す

る就業規則の一部改正について

平成２５年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業計画

（案）の承認について

平成２５年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会資金収支予

算（案）の承認について

評議員会 平成２４年５月１４日(月) 平成２３年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業報告に

午前１０時３０分 ついて

平成２３年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支決算の

承認について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業所運営規程一部改正

について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会理事の選任について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会監事の選任について

平成２４年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支補正予

算（第１号）の承認について

垂井町社会福祉協議会第２９回垂井町社会福祉大会について

評議員会 平成２５年３月２８日(木) 平成２４年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会収支補正予

午後１時３０分 算（第２号）の承認について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会定款の一部改正について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会経理規程の一部改正につ

いて

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会職員就業規則の一部改正

について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会垂井町デイサービスセン

ター運営規程の一部改正について

垂井町指定介護予防通所介護事業所運営規程の一部改正につ

いて

基準該当福祉サービス事業所運営規程の一部改正について

社会福祉法人垂井町社会福祉協議会パートタイム労働者に関す

る就業規則の一部改正について

平成２５年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会事業計画

（案）の承認について

平成２５年度社会福祉法人垂井町社会福祉協議会資金収支予

算（案）の承認について
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２ 事業

（１）児童福祉関係

事 業 名 内 容

ワークキャンプ 福祉協力校中学生の福祉体験学習

７月２５日（水）不破中学校生が「けやきの家」で体験。５名参加。

７月３１日（木）北中学校生が「いぶき苑」で体験。１６名参加。

通所者や入所者の世話、食事介護、作業の手伝い、ふれあい等

を通して高齢者や障害者を理解し、福祉について理解を深めら

れた。

ふれあい垂井ピア２０１２福祉学習 １１月３日（土）～１１月４日（日）

福祉を理解するための学習の機会を提供するため、「ふれあい垂

井ピア」の際に障がい者やボランティアとの交流をしながら、点字

学習や手話学習を行う機会を設けた。

受講者 点字 ４５名

手話 ９７名

福祉協力校育成援助 町指定福祉協力校

垂井小学校、東小学校、宮代小学校、表佐小学校、

合原小学校、府中小学校、岩手小学校

不破中学校、北中学校、不破高等学校

年１回福祉協力校担当者連絡会議を開催し情報交換等の機会

を設けるとともに、各学校で取り組まれた福祉活動を支援した。

取り組みの内容は、７月７日開催の第２９回垂井町社会福祉大会

会場にて各福祉協力校活動状況として展示紹介された。

コミュニティママ子育てサポート事業 サポート会員、利用会員との信頼関係による短時間の預かり、子

（垂井町受託事業） 育て支援を実施した。

サポート会員 ２０人

サポート会員（コミママ）活動実績

託児 垂井町地域子育て支援センター（表佐保育園内）での

短期預かり

利用人数 １人 延べ活動時間 ５時間

延べ人数 １人

子育てコンサルタント事業 子育てに悩みや不安を持つ親に対して、子育てに関する専門的

（垂井町受託事業） な知識や技術等を有するコンサルタントがふれあいや助言を行っ

た。子育てサロン室（岩手保育園内）で行った。

乳幼児の遊び場の提供

利用者の延べ人数 ３，０６８人

子育てコンサルタント ７人

コンサルタントの活動 ２４５日

利用日 月曜日から金曜日まで９：００～１２：００

子育てサロン室での講座の開催

クリスマス会等の開催
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（２）高齢者福祉の推進

ヘルストロン設置 ヘルストロン健康増進機を各地区公民館等に設置、利用者の利

便を図った。

平成２４年４月から平成２５年３月の利用状況

福祉会館 １，４８９人 東公民館 １，５６５人

垂井町老人福祉センター ４，２０３人

宮代公民館 １７人 合原公民館 ７６人

府中公民館 １２5人 岩手公民館 ０人

計 ７，４７５人

ひとり暮らし高齢者のつどい 年２回、ひとり暮らし高齢者の方を対象につどいを開催し、交流

や相談、レクリエーション等で楽しんでいただいた。

また、ボランティアによる運営のお手伝い等の協力も得た。

６月７日（木） ９５名参加 つばき会 ２０名

垂井町文化会館

「音楽療法」

音楽療法士 藤沢 玲子 氏

１１月２８日（水） １０１名参加 つばき会 １９名

垂井町文化会館

「レクリエーション」

日本レクリエーション協会公認レクリエーションコーディネーター

小原 信子 氏

ひとり暮らし高齢者寝たきり高齢者介 ５月３１日（木）生きがいセンター、各地区公民館

護者のつどい 民生委員・児童委員による手作りの昼食、ふれあい等で楽しいひ

とときを過ごしていただいた。

高齢者 １０４人 寝たきり高齢者介護者 ７人参加

寝たきり高齢者介護者のつどい １月２２日（火） ５名参加 福祉会館

在宅で寝たきり高齢者を介護されている介護者の方々にご参加

いただき、ケアマネージャーを囲んで懇談。介護等に関する相談

を伺ったり、介護方法について意見交換をしていただいた。

給食サービス ひとり暮らし高齢者、寝たきり高齢者介護者激励給食サービス事

業

各地区ごとに給食ボランティアの手づくりを配食ボランティアによ

り自宅を訪問、安否の確認、激励、ふれあい等実施。

この事業には、共同募金の配分金を使用した。

４月１１日（水） １３５人 １２月２０日（木）１２２人

６月１３日（水） １２９人 １月 ９日（水） １２６人

９月２０日（木） １２２人 ２月 １日（金） １２３人

１０月１７日（水) １２４人 ３月 １日（金） １２７人

１１月２２日（木） １２８人

年間 ９回 延べ利用者 １，１３６人

年１０回の給食サービスの内１回は、民生委員・児童委員によ

り５月３１日（木）に実施
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給食ボランティア

垂井地区 １９人 東地区 ８人 宮代地区 １１人

表佐・栗原地区 １８人 府中地区 ８人

岩手地区 ２２人

配食ボランティア

垂井地区 ７人 東地区 ４人 宮代地区 ２人

表佐・栗原地区 ４人 府中地区 ７人 岩手地区 ２１人

訪問サービス事業 ひとり暮らし高齢者世帯、高齢者世帯、寝たきり高齢者世帯等を

（垂井町受託事業） 定期的に訪問し、安否の確認、相談等在宅生活の支援に努め

た。

訪問実績 対象人数 訪問延べ回数

垂井地区 ６９人 ８２８回

東 地区 ６３人 ７４８回

宮代地区 ２５人 ２８９回

表佐地区 ３２人 ３７５回

栗原地区 ８人 ８６回

府中地区 ３２人 ３６４回

岩手地区 ３７人 ４４１回

計 ２６６人 ３，１３１回

定期訪問は、１５分程度とし不在の場合は再度確認している。

食の自立支援 自立高齢者（ひとり暮らし、高齢世帯）に対して、週１回程度

（垂井町受託事業） 計画により昼食用弁当を配食し、在宅生活を支援。

利用実績 利用人数 １０人 延べ利用人数 ３３２人

生活管理指導員派遣事業 介護保険対象外の自立高齢者に対して、在宅生活の基本的生

（垂井町受託事業） 活習慣を身につける等の指導に週１回程度訪問介護員が自宅を

訪問した。

主な内容 生活に必要な家事指導、清掃指導など訪問介護員

が本人と一緒に行って自立できるよう指導。

緊急、相談等にも対応した。

利用実績 利用人数 １０人 延べ利用人数 ６１人

延べ利用時間 ４３８．５時間

（３）介護保険事業

介護保険事業として、居宅介護支援事業、訪問介護事業、通所介護事業、訪問入浴介護事業、介護

予防訪問介護事業、介護予防訪問入浴介護事業、介護予防通所介護事業指定事業所として実施。

居宅介護支援事業 要介護認定の訪問調査、ケアプランの作成

要支援１・２の対象者については、町からの委託を受けて介護予

防サービス計画を作成。

要介護認定調査 ２８８件 介護計画作成 ２，０５８件

介護予防サービス計画 ４８９件
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実績

平成21年度 23,084,000円 平成22年度 26,259,350円

平成23年度 31,145,000円 平成24年度 26,600,000円

介護予防 サービス計画

平成21年度 1,243,920円 平成22年度 1,504,640円

平成23年度 1,897,920円 平成24年度 2,080,680円

要介護者 要介護認定調査

平成21年度 701,925円 平成22年度 1,032,675円

平成23年度 918,750円 平成24年度 1,058,400円

訪問介護事業(介護予防訪問介護) 訪問介護事業を運営した。

実績

平成21年度 25,640,810円 平成22年度 27,136,290円

平成23年度 ９割 ２３,７４２,４７７円 １割 2,638,053円

保険適用外 ２９４，１６０円

平成24年度 9割 15,078,609円 1割 1,672,961円

保険適用外 45,560円

訪問入浴介護事業 入浴車による訪問入浴事業を運営した。

（介護予防訪問入浴介護）

実績

平成21年度 2,283,750円 平成22年度 1,967,500円

平成23年度 0円 平成24年度 0円

通所介護事業 通所介護事業を、定員35名で運営した。

(介護予防通所介護）

実績

平成21年度 78,185,427円 平成22年度 74,763,614円

平成23年度 ９割 69,287,931円 １割 7,698,659円

昼食費等 2,877,910円

平成24年度 9割 59,629,932円 1割 6,626,284円

昼食費等 2,759,280円

（４）障害者自立支援事業

障害者自立支援法の施行によりします。

負担額は、上限が定められていますが、利用者が満足していただけるサービスに努めました。

居宅介護事業 65歳未満の身体障がい者、知的障がい者、児童への居宅介護

については、介護保険と同様に指定居宅介護事業所として活動

した。

実績

平成21年度 2,581,060円 平成22年度 2,606,790円

平成23年度 2,819,524円 利用負担分 2,076円

平成24年度 2,912,721円 利用者負担 6,079円
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基準デイサービス事業 自立支援法の施行により、町の指定を受けて基準デイサービスと

して実施した。 （利用定員１０名）

実績

平成21年度 706,920円 平成22年度 734,440円

平成23年度 734,020円 平成24年度 728,980円

（５）障害者福祉の推進

障害者の自立支援、社会参加等ボランティア、団体等の協力を得て事業を実施しました。

身体障害者デイサービスのつどい ６月２４日（日）３８名参加 デイサービスセンター

身体障害者の方が１日楽しんでいただけるよう実施。入浴、昼食

の他、レクリエーション等で楽しんでいただいた。

身体障害者団体の協力を得て実施。

レクリエーション

三輪 幸子 氏

地域活動支援センター（けやきの家） 平成18年度から町の指定管理を受けて運営する。

運営（指定管理） 心身に障害がある方で、一般の事業所で雇用することが困難な

方に対して通所の場所を設けて自活に必要な訓練を行い、かつ

職業指導として社会参加を促進することを目的としている。

指導員 ３名 通所生 １５名

作業内容

外注 ： ビニール製品の形成及び箱詰め（雨具と前掛け）

自主 ： 紙ひも製品（干支、花台、花瓶、郷土芸能作品）

布製小物（手さげ袋、ふくさ、姫ちゃん、ミニ飾り

等）、アルミ缶収集・つぶし

通所生社会参加事業

・生活に必要なお茶、お花の会を個人ボランティアの協力を得

て、１２月３日（月）に実施。 参加者２０名

・毎月民生委員・児童委員の訪問を受け作業を通して交流。

・けやきの家ギャラリーを設置した。

来場者 ９０人

心身障害者自立訓練（ふれあいホーム） ３月１日（金）～３月２日（土）

参加者 けやきの家通所生４名

心身障害者の自立訓練を集団で行うため、民間住宅を借用し、

ボランティアの協力を得て実施。

ボランティアや協力者とともに食事づくり等日常生活自立のため

の訓練を行うとともに、一緒に食事を楽しんだりする等、家庭的雰

囲気の中での訓練を一泊二日の日程で体験していただいた。
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(６)ボランティア活動の推進

みんなで支えあって暮らせるまちづくりの推進には、ボランティアの活動が重要です。

ボランティア活動は、だれもが人間らしく豊に暮らしていけることを目指し、自分の身近なところで困って

いる人がいれば自発的に手をさしのべ、自分も生きがいや人との交流の輪が広がることにより町全体の福

祉の向上につながります。

講座の開催、ボランティア団体へ助成等各種の事業を開催しました。

ボランティア保険の加入 給食サービス、各ボランティア団体加入員、近隣ボランティア

福祉推進員等1,088名の活動時における事故等に対応できるよう

保険に加入した。

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの加入期間

ボランティア育成事業 第30回手話教室 14名受講

7月18日（水）～8月2９日（水）6回開催

毎週水曜日午後７時～午後９時

福祉会館 聴覚障害者福祉協会、手話サークルの協力により実

施。受講者は熱心に受講され、その後手話サークルに加入され

る方もあり、成果のある講座となった。

福祉講座の開催 ボランティア活動や福祉に関する知識を深めていただくため講座

を開催した。

サロンやボランティアに役立つレクリエーション

９月５日（水） ４７名受講 垂井町文化会館

講師 日本レクリエーション協会公認レクリエーション・コーディネーター

小原 信子 氏

内容 いきいきふれあいサロンや施設訪問等のボランティア活

動の際に活用できるレクリエーションの技法を学んでい

ただいた。

災害ボランティア講座

９月７日（金） ５１名受講 垂井町文化会館

講師 岐阜県社会福祉協議会

和田 慎太郎 氏

内容 災害ボランティアとはどういうものか学んでいただいた後

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練に参加してい

ただき、災害ボランティアについて理解を深めていただ

いた。

福祉関係ボランティア連絡会の活動 各福祉ボランティア団体代表者で連絡会を組織、団体間の連絡

調整、県ボランティア大会への参加、いきいきふれあいサロン（福

祉会館）の運営、推進に努めた。

会議の開催 ４月１２日（木）、８月１０日（金）、１０月１０日（水）

３月１２日（火）

県ボランティア大会への参加

９月２２日（土） 大垣市民会館
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「私が感謝を語るなら」

講師 車いすのアーティスト 佐野 有美 氏

いきいきふれあいサロンの運営

毎月第２月曜日、福祉会館でいきいきふれあいサロンを開催。

ボランティアグループ６団体が交替で担当

延べ参加人数 １９４人 ボランティア ９０人

各ボランティア活動 垂井町ボランティアグループつばき会 会員 ２６名

ひとり暮らし高齢者のつどい実施の協力、在宅福祉支援活動

施設訪問等年間を通して活動。

垂井町赤十字奉仕団 会員 ８３名

災害に備えての避難介助、子育て支援活動で岩手保育園内

の子育てふれあいサロンへの訪問、ひとり暮らし高齢者、寝た

きり老人介護者への訪問等年間を通して活動。

福祉うさぎの会 会員 ２８名

ひとり暮らし高齢者を対象につどいを開催し、一日を楽しんで

いただいたり、在宅高齢者訪問、施設訪問活動を実施した。

手話サークル泉の会 会員 20名

毎週水曜日午後７時から午後９時まで福祉会館でサークル活

動、手話教室への協力、福祉協力校で行われる福祉学習等

へ参加した。

第２９回垂井町社会福祉大会には、手話合唱を披露した。

虹の会 会員 18名

視覚障がい者の社会参加を支援するため、ガイド、福祉協力

校で行われる学習、団体活動の運営支援等年間を通して活

動した。

東地区生きがいサロン 会員 13名

他ボランティア団体との交流、研修会への参加、年間を通して

東地区生きがいサロンを開催した。

福祉協力校への助成 町福祉協力校

不破高等学校

不破中学校、北中学校

垂井小学校、東小学校、宮代小学校、表佐小学校、

合原小学校、府中小学校、岩手小学校 各 50,000円
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（７）地域福祉活動の推進

みんなで支えあって暮らせるまちに向けて事業を展開した。

地域福祉推進 住民によるきめ細やかな支え合い・助け合い活動を展開し、住み

慣れた地域で安心して暮らし続けることができるようなまちづくりを

進めるため、平成２０年１２月、自治会長、民生委員、福祉推進員

等地域で活動される方々により、地域福祉活動団体「地区ささえ

あい連絡会」が町内全７地区に設立され、地区内の地域福祉推

進のための活動を展開している。

このような中、各地区ささえあい連絡会において平成２４年度総

会が開催され、より一層の地域福祉推進を目指し様々な活動が

展開された。

垂井地区 ６月２８日（木）総会、懇談会

見守り活動用備品配備

東地区 ６月２９日（金）総会、情報交換会

地区内サロン推進

声かけ・見守り活動実施

宮代地区 ６月２０日（水）総会、要支援者マップ更新

いきいきふれあいサロン運営

表佐地区 ６月１６日（土）総会、研修会

声かけ・見守り活動実施

いきいきふれあいサロン運営、安心カード配布準備

栗原地区 ６月２１日（木）総会、要支援者マップ更新

いきいきふれあいサロン運営

府中地区 ６月２４日（日）総会、要支援者マップ更新

いきいきふれあいサロン運営

地区内サロン推進活動

岩手地区 ６月１１日（月）総会、研修会

いきいきふれあいサロン運営

地区内サロン推進活動

福祉機器の貸出 在宅での生活を快適に過ごしていただけるよう、会費等により福

祉機器を購入、無料貸出をした。

年間貸出件数等

福祉機器 所持数 貸出期限 貸出件数

車いす 99 6ヶ月以内 74件

福祉ベッド 101 6ヶ月以内 58 件

更新して利用可能 返却時に消毒料金を負担

（消毒料 車いす 3,000円 福祉ベッド 9,000円）

貸出用 購入 車いす15台

いきいきふれあいサロンの推進 ふれあい、交流を通して高齢者の健康維持を図るとともに、地域

での支え合いや助け合いのためのきっかけ作りを進めるため、各

地域の方々により、いきいきふれあいサロンが開催された。

活動助成やサロン交流会の実施による情報交換の機会の提供、

運営等に関する個別の相談に応じる等していきいきふれあいサロ

ンによる町内の地域福祉推進に努めた。
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サロン実施状況

福祉会館・東地区・表佐地区では毎月１回、岩手地区では年

５回、宮代地区・栗原地区・府中地区では年４回開催された。

また、野田、綾戸７号・８号・東駒引、駒引、ユニチカﾊﾟﾅタウン・

不破中前、平尾、東大滝、梅谷、菩提田町、川原、五明、

宮ノ前、谷の各自治会でも開催された。

活動助成

地区単位で毎月１回開催 ２０，０００円

地区単位で年４回以上開催 １２，０００円

複数自治会で年４回以上 ５，０００円

自治会単位で年４回以上 ３，０００円

（８）共同募金活動

赤い羽根共同募金 平成2４年10月1日から平成2４年11月30日まで赤い羽根共同募

金、歳末たすけあい募金を一括戸別募金として自治会の協力を

得て実施。

10月1日には、垂井駅前、その他、町内5ヵ所で街頭募金を実施。

赤い羽根共同募金実績額 2,536,717円

配分された募金は、高齢者・障がい者・子育て支援事業に役立て

ている。

歳末たすけあい募金 赤い羽根共同募金と一括戸別募金として自治会の協力を得て実施。

歳末たすけあい募金実績額 2,262,413円

募金は、みなさんのあたたかい心が伝わる事業に役立てている。

在宅介護者のつどい 9,730円

いきいきふれあいサロン事業 350,382円

歳末特別給食サービス事業 380,790円

福祉機器貸出事業 260,000円

子育て支援事業（クリスマス会等） 229,200円

支援を要する世帯への訪問支援事業 231,979円

社会福祉施設配分事業 447,785円

地域福祉推進事業 267,125円

歳末ひとり暮らし高齢者のつどい 108,095円

翌年度繰越 197,885円

（９）心配ごと相談事業

安心して暮らせるためには、悩みがあっても相談できる場があることは心のよりどころになります。町

からの委託を含めて総合相談事業として、相談員による相談所を開設しました。

心配ごと相談所の開設 毎月第１・２・３水曜日午後１時から午後４時まで、福祉会館相談室で

開設、毎月第４木曜日に法律相談を弁護士を招いて実施した。
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財産、家族間等複雑、専門的な相談等法律相談日は、６人まで

の予約制で行った。

結婚相談は、毎月第４土曜日に行い、西南濃地区との交流を図

りつつ相談に応じた。

相談内容

生計 １５件 財産 ４５件

職業・生業 ３件 事故 １件

住宅 １８件 児童福祉・保健 1件

家族等 ２５件 教育・青少年 ０件

結婚 １０９件 母子・父子福祉 1件

離婚 １２件 老人福祉 1件

健康・保健等 １件 苦情 １４件

医療 ５件 障害者福祉 ２件

人権・法律 ４件 精神衛生 ４件

年金 ５件 その他 １５件

合計 ２８１件

（１０）垂井町在宅介護支援センター（社会福祉協議会）

社会福祉協議会は、在宅介護支援センターとして運営し、包括支援センターとの連携を図り町の委託

を受けて実施した。

在宅介護支援センター 24時間相談体制により、相談を主とした事業を実施し、その状況

を町に報告、対応に努めた。

相談は、面接、訪問、電話等柔軟に対応した。

相談実績 日常生活について 2,052 件

健康について 788 件

健康・福祉について 84 件

就労（経済）について 10 件

将来について 19 件

合 計 2,953 件

（１１）啓発広報事業

「みんなで支えあって暮らそうよ」のまちづくりを推進する社会福祉協議会の各事業の啓発や事業を

理解していただく大会など、啓発活動を展開した。

広報活動 社協だよりの発行

社会福祉協議会活動について理解を深めていただくため、年

３回（８月、１２月、３月）発行し、全世帯に自治会の協力を得て

配布した。

ボランティア情報誌の発行

ボランティア活動の紹介、ボランティア募集等、ボランティアに

関する啓発するため、 「あったかい手」を年１回発行した。

ホームページの更新



- 13 -

垂井町社会福祉大会開催

誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりに向け、地域でのさ

さえあいの福祉をめざし、第29回垂井町社会福祉大会を開催。

平成24年7月7日(土) 垂井町文化会館で開催 約６００人参加

表彰 民生委員・児童委員 ９名

施設職員 ３名

介護者 ３名

障害者 １名

講演「老いない体をつくる」

講師 湯浅 景元 氏

福祉協力校の活動記録の展示

ボランティア活動記録の展示

福祉施設作品の展示

手話サークルによる手話の合唱

童謡の会「かえるの合唱団」による童謡合唱

（１２）介護予防活動

介護予防と日々の健康を目的として、福祉会館においてフラダンスまた、童謡を歌い回想することによ

る介護予防を目的とした「童謡を歌う会・かえるの合唱団」を実施している。

フラダンス 体を動かし、南国気分にのって軽やかにダンスを楽しめ、人との

交流も深まることで、心身の健康を保持できると毎週水曜日、木

曜日には約50名の高齢者が参加された。

らくらく体操を取り入れつつ健康保持に努めた。

ふれあい垂井ピアに出演し元気にフラダンスを披露された。

童謡の会「かえるの合唱団」 童謡を歌うことによる介護予防を目的に、誰もが参加でき人との

交流も深まることで、心身の健康を保持できると毎月２回実施し、

毎回約50名の参加があった。

垂井町社会福祉大会に参加し、童謡合唱を行った。

（１３）会員（会費）募集

社会福祉協議会は、会員により構成された組織です。みなさんから納められた会費は、地域福祉を

推進するための貴重な財源です。

会員（会費）募集 社会福祉協議会の自主的な活動のため、財源の確保及び地域

住民の理解協力を得て行った。

一般会費は、平成2４年8月に自治会のご協力を得て行った。

募集金額 4,982,500 円

一般会費 3,611,500 円 （１口 500円）

特別会費 45,000 円 （１口 3,000円）

施設会費 90,000 円 （１口 5,000円）

賛助会費 1,236,000円 （１口 10,000円）
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（１４）日本赤十字社員（社資）募集

みなさんからの温かい社資は、災害等救援活動に生かされています。

日本赤十字社資募集 日本赤十字社員社資募集については、毎年5月に実施され平成

24年度の社資募集は、平成24年5月1日から5月31日までの1カ月

間自治会のご協力を得て行った。

募集実績 3,867,700円

非常時に備えて活動

非常食の備蓄及び災害時の非常食、器具等を展示紹介啓発

した。

（１５）その他の事業

寄附 社会福祉事業への寄附金

社会福祉事業へとあたたかい善意のご寄附を受けた。

寄附金 14件 873,700円

寄附物品 タオル・お手玉・使用済切手等 ３件

慰霊祭 垂井町戦没者追悼式を平成2５年2月２日(土)に垂井町文化会館

においてご遺族、関係者約2１0名の参加を得て開催。

貸付事業 生活資金の貸付 7件 計 420,000円貸付

経済状況の悪化による失業者等への生活資金貸付を行った。


